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支配株主等に関する事項について

 

当社の親会社である健康コーポレーション株式会社について、支配株主等に関する事項

は、以下のとおりとなりますので、お知らせいたします。

 

 

１．親会社、支配株主（親会社を除く。）、その他の関係会社又はその他の関係会社の親会

社の商号等 

名称 属性 
直接所有分

健康コーポ

レーション

㈱ 

親会社 

 

２．親会社等の企業グループにおける上場会社の位置付けその他の上場会社と親会社等と

の関係 

   当社と健康コーポレーション株式会社とは、平成

契約を締結し、平成 27

社となりました。詳細については、平成

当による新株式の発行、主要株主、主要株主である筆頭株主及び親会社の異動、決算

期（事業年度の末日）、発行可能株式総数、取締役の任期及び目的の変更に関する定款

の一部変更、並びに資本金及び資本準備金の額の減少に関するお知らせ

ださい。 

   同社との人的関係につきましては、

りますが、当社の独自性を確保し自律的な内部統制システムの整備を図り、意思決定

を行っております。 
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平成

会 社 名 夢 展 望 株 式 会 社

代 表 者 名 代表取締役社長 

（コード番号：3185  

問 合 せ 先 取締役管理本部長 

（ TEL. 072

支配株主等に関する事項について 

の親会社である健康コーポレーション株式会社について、支配株主等に関する事項

は、以下のとおりとなりますので、お知らせいたします。 

１．親会社、支配株主（親会社を除く。）、その他の関係会社又はその他の関係会社の親会

（平成 27年３月

議決権所有割合（％） 発行する株券等が上場され

ている金融商品取引所等直接所有分 合算対象分 計 

73.54 － 73.54 
証券会員制法人

取引所アンビシャス

２．親会社等の企業グループにおける上場会社の位置付けその他の上場会社と親会社等と

当社と健康コーポレーション株式会社とは、平成 27 年２月 12 日付で資本業務提携

27 年３月 31 日付で健康コーポレーション株式会社は当社の親会

社となりました。詳細については、平成 27 年２月 12 日付「資本業務提携、第三者割

当による新株式の発行、主要株主、主要株主である筆頭株主及び親会社の異動、決算

期（事業年度の末日）、発行可能株式総数、取締役の任期及び目的の変更に関する定款

の一部変更、並びに資本金及び資本準備金の額の減少に関するお知らせ

同社との人的関係につきましては、同社の使用人２名が当社の取締役を兼務してお

が、当社の独自性を確保し自律的な内部統制システムの整備を図り、意思決定

平成 27 年９月４日 

夢 展 望 株 式 会 社 

 岡  隆 宏 

3185  東証マザーズ） 

 阪 田  貴 郁 

TEL. 072-761-9293） 

の親会社である健康コーポレーション株式会社について、支配株主等に関する事項

１．親会社、支配株主（親会社を除く。）、その他の関係会社又はその他の関係会社の親会

年３月 31日現在） 

発行する株券等が上場され

ている金融商品取引所等 

証券会員制法人 札幌証券

取引所アンビシャス 

２．親会社等の企業グループにおける上場会社の位置付けその他の上場会社と親会社等と

日付で資本業務提携

日付で健康コーポレーション株式会社は当社の親会

資本業務提携、第三者割

当による新株式の発行、主要株主、主要株主である筆頭株主及び親会社の異動、決算

期（事業年度の末日）、発行可能株式総数、取締役の任期及び目的の変更に関する定款

の一部変更、並びに資本金及び資本準備金の額の減少に関するお知らせ」をご参照く

が当社の取締役を兼務してお

が、当社の独自性を確保し自律的な内部統制システムの整備を図り、意思決定
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（役員の兼務状況） 

役職 氏名 
親会社等又はそのグループ企業

での役職 
就任理由 

社外取締役 岩本 眞二 取締役岩本眞二氏は、当社の親

会社である健康コーポレーショ

ン株式会社の使用人でありま

す。また、健康コーポレーショ

ン株式会社の子会社である株式

会社エンジェリーベの代表取締

役社長ならびに株式会社馬里邑

の取締役副社長を兼務しており

ます。 

健康コーポレーショングル

ープの経営者としての豊富

な経験と幅広い見識を当社

の経営に反映していただけ

ると判断したためでありま

す。 

社外取締役 八島 隆雄 取締役八島隆雄氏は、当社の親

会社である健康コーポレーショ

ン株式会社の経理財務部長とし

て業務を執行しております。 

健康コーポレーション株式

会社の経理財務部長として

の豊富な経験と幅広い見識

を当社の経営に反映してい

ただけると判断したためで

あります。 

 

３．支配株主等との取引に関する事項 

  重要な取引はありません。 

 

４．支配株主との取引等を行う際における少数株主の保護の方策の履行状況 

  当社は支配株主との間で取引が発生する場合には、取引の合理性（事業上の必要性）

と取引条件及び取引条件の決定方針の妥当性について十分に検討するものとし、少数株

主の権利を不当に害することのないよう、少数株主の保護に努めてまいります。 

 

以上 


